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あ

と

が

き

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
、
そ
し
て
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
は
、
平
凡
な
日
常
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り

の
哀
悼
と
お
見
舞
い
の
言
葉
を
献
げ
ま
す
。

神
戸
大
学
に
勤
務
す
る
我
々
教
員
の
中
に
も
、
十
八
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
さ
れ
た
方
は
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
災
害
は
、
被
災
者
の
数
も
被
害
地
域
の
広
さ
も
一
段
と
大
き
く
、
更
に
放
射
能
汚
染
の
恐
怖
と
節
電
の

不
自
由
も
引
き
連
れ
て
い
る
分
、

一
際
深
刻
で
す
。

あ
る
研
究
会
の
席
上
で
、
『
和
漢
合
連
』
(
山
崎
淳
「
地
蔵
寺
蔵
『
和
漢
合
運
』
蓮
体
自
筆
部
分
l
翻
刻
と
解
題
|
」
『
上
方
文
塾
研
究
』

8
号
・
平
成
お
年
6
月
刊
、
所
載
)
と
い
う
江
戸
時
代
の
書
物
に
見
え
る
宝
永
四
年
(
一
七

O
七
)
の
記
事
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
「
十
月
四
日
未
刻
、
大
地
震
。
畿
内
事
彩
。
大
坂
町
崩
。
津
浪
人
人
死
二
万
人
。
駿
河
、
遠
江
、
一
二
河
、
伊
勢
、
紀
州
、
土
佐
津

浪
大
来
。
民
屋
漂
流
、
死
人
甚
多
。
地
震
越
年
不
止
。
十
一
月
二
十
三
日
、
江
戸
、
黒
沙
降
積
コ
一
す
。
二
十
六
日
、
同
之
、
富
士
山
半
腹

大
ニ
火
出
テ
焼
ル
コ
ト
十
七
日
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
宝
永
四
年
の
冬
は
、
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震
、
東
海
か
ら
四
固
ま
で
を
襲
っ

た
大
津
波
、
そ
し
て
富
士
山
の
宝
永
大
噴
火
な
ど
が
二
ヶ
月
の
聞
に
続
い
て
起
こ
り
ま
し
た
。
専
門
家
に
は
承
知
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
改
め
て
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
て
今
号
は
投
稿
少
な
く
、
一
一
一
本
の
論
文
で
一
冊
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
人
そ
れ
ぞ
れ
英
・
仏
・
臼
の
文
化
研
究
を
専

門
と
す
る
ベ
テ
ラ
ン
教
員
で
す
。
拙
稿
は
別
と
し
て
、
お
二
人
の
力
作
の
投
稿
を
感
謝
し
ま
す
。
次
回
は
若
手
の
方
々
の
投
稿
も
期
待
し
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